
～岩槻の「お土産作り企画」～

日時：令和元年10月16日(水)
18:30～20:30

場所：岩槻区役所第4会議室

参加人数：4名（買い手）
6名（作り手)

①開会
今回のワークショップの概要
第2回ワークショップのおさらい
今後のスケジュールについて

【当日の流れ】

②ロゴマーク・キャッチフレーズ展開案の発表
前回のワークショップで絞り込んだロゴマーク・
キャッチフレーズ展開案の発表
全体でロゴマークについて投票

③商品改良ディスカッション
改良された商品のお披露目・試食
実際に見て・食べて作り手と買い手で意見
交換を行い、各グループ発表

買い手の参加メンバーは人間総合科学大学の先生1名と、法政大学の学生1名、
岩槻区在住の女性2名、作り手メンバーは、岩槻駅周辺の和菓子店、洋菓子店、
人形店から6名参加していただきました。
ロゴマーク・キャッチフレーズ担当ディレクターの三島氏より、前回の投票で選ばれたロゴ
マーク・キャッチフレーズの展開案を発表していただき、再度投票を行いました。グループ
ディスカッションでは、前回までに出た意見を取り入れた商品を作り手さんにお持ちいただ
き、発表をしていただきました。実際に見て、食べてみた感想など作り手と買い手で意見
交換を行い、グループごとに発表しました。

■岩槻の「お土産作り企画」とは■
2020年の岩槻人形博物館開館、オリンピック・パラリンピックの開催により岩槻
にも国内外から多くの観光客が見込まれます。「岩槻といえばこれ！」という、岩槻
オリジナルのお土産を皆で作り、おもてなしの向上を図ります。また、オリンピック以
降も岩槻を訪れてもらうために、お土産の磨き上げを行っていきます。

第３回ワークショップ

商品・商品ロゴの決定に向けて Vol.3



ロゴマーク・キャッチフレーズ展開案

前回のワークショップの投票で絞り込んだ、ロゴマーク・キャッチフレーズの展開案を、三島氏より発
表していただきました。展開案を踏まえて投票を行った結果、A案が6票、B案が4票でした。
※今回投票できなかったワークショップメンバーには後日投票していただきます。

A案 B案 B案
2.おみやげ商品パッケージ用帯1.おみやげ商品用シール

A案

3.おみやげ商品訴求のぼり

A案 B案

4.岩槻土産訴求バッジ

A案 B案

5.岩槻土産訴求はっぴ

A案(まえ) B案(うしろ)

6.岩槻土産訴求カード

A案

B案

※展開案はあくまで今後の参考提案であり、作成をお約束するものではありません。



前回のワークショップの意見をもとに、作り手の方々に改良した試作品をお持ちいただきました。
今回は女性(社会人)・男性(大学生・社会人)の2つのグループに分かれ、商品について改良意
見・感想を出し合っていただきました。

グループディスカッション

太刀

・外国人に人気がありそう
・大きくてしっかりしている

栴檀ストラップ

・それぞれの家紋や武将の家紋を
入れるのはどうか

ひなあられクッキー

・3色混ぜて袋詰めした方がよりひなあられ
らしく見える

ハンコケース、リングスタンド

・ハンコケースは小物入れにしてはどうか

岩月

・金粉をまぶした方が見栄えが良く、
ツヤもあって良い

外側：岩、内側：月バージョン
外側：月、内側：岩バージョン

十二単

・栗が入っていておいしい
・柄を織り込んだり斜めにしたほうが
十二単らしくなるのでは？

お雛様・お殿様・菱餅



[作成者]
東武トップツアーズ㈱
さいたま支店
担当：矢島、細田 TEL:048-642-3686

[発行者]
さいたま市 都市戦略本部
未来都市推進部
東部地域戦略担当 TEL:048-829-1871 

第４回ワークショップのご案内
〈次回スケジュール〉
開 催 日 ：1月下旬～2月上旬予定 18時30分～20時30分
開催場所：岩槻区役所
内 容：①改良した商品の発表、意見交換

②岩槻といえばこれ！といえるお土産の決定
③今後のブランド戦略について

今後のスケジュールについて

■岩槻人形博物館・にぎわい交流館
いわつき開館100日前イベント

日時：2019年11月14日(木)
11:00～15:00

場所：岩槻駅東口クレセントモール
内容：改良した試作品の販売

アンケート調査
イベントにおいて、ロゴマークの
一般来場者投票を行います！


